
2018年度

論理的に書く1

論理的に書く2

論理的に議論する1

論理的に議論する2

論理的に議論する3

後半の講義の進め方の説明とグループ分け

授業時間外学習（Supplementary　ActIvItIes）

論理的に考える1

論理的に考える2

論理的に考える3

第 12 回

第 13 回

第 14 回

第 15 回

第  7 回

第  8 回

第　9 回

第 10 回

第 11 回

第　4 回 記号論理学2

第  5 回 集合論1

第  6 回 集合論2

授業の概要（Course　DescrIptIon）

論理学は、論理的に考える、論理的に話す、論理的な文章を書くための基本的な学問である。いくつ
かの専門分野に分かれるが、本講義では、基本的な知識と技法について説明する。

授業の到達目標（Course　ObjectIves)

論理学の基礎的な知識を習得する。論理学的な思考ができ、それを正しく表現できる。

授業計画（Course　Schedule)

第  1 回 前半の講義の進め方の説明とグループ分け

第  2 回 論理学とは何か

第　3 回 記号論理学1

科目名称 (Course TItle)

論理学

受講定員の有無
(MaxImum Enrollment)

授業公開
(Workshop Class)

聴講のみ可

担当教員(Instructor)

佐藤　恵

開講学期
（Semester)

後学期

単位数
（CredIts)

２単位

履修年次
（RequIrement）

２年次

授業形態
（Class　Type)

講義 30名



2018年度

備　　考
（Other　InformatIon)

少人数でのグループワークを中心とするため、毎回出席する強い意
志がない者は遠慮するように。

教員との連絡方法
（Contact　WIth　Instructor)

メール：sato-megumi[at]fukuchiyama.ac.jp
[at]を@に置換

成績評価の方法と基準（GradIng)

評価方法 （割合） 評価基準

毎講義での発表　60（ ％）
レポート(２回)　40( ％）

毎講義での口頭発表と、レポートの内容を基に評価する。

テキスト
（Textbook)

【書名】 【著者】

参考書・資料等
（Supplementary ReadIng)

適宜配布する。

【出版社】 【出版年】


